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＜抄 録＞ 

本研究は、小学校国語授業において文章作成に困難を抱える児童が、生成AIを活用することで自らの考えを文章にまとめ、

友達と意見交換を行えるかを検証した。A小学校 5年生 34名を対象に、「大造じいさんとガン」を教材とした授業で、児童は

「AI を使わずに書く」「『書いて答える AI』を使う」「『選んで答える AI』を使う」の 3 つの方法から選択できるようにした。

その結果、約 3分の 2の児童がその結果、「選んで答える AI」の利用が児童に好意的に受け入れられ、意見交換の活性化にも

寄与する可能性が示唆された。一方で、児童の修正過程や意見交換への具体的な影響を詳細に分析する必要があり、今後さら

なる研究が求められる。 
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１ はじめに 

小学校の国語の授業においては、物語文を学習し、その

物語に対して持った自分の考えを友だちと交換し合い、考

えを広げるといった活動が行われることがある。 

この「考えを交換し合う」ということが成立するために

は、交換する前に、自分の考えが何らかの形で言語化され

ている必要がある。多くの場合、それは「文章を書く」と

いう形で実現されるが、「文章を書く」ことに困難を抱え

ている児童は、考えを交換する前の「文章を書く」段階で

つまずき、その授業の本来の目的である「考えを交換す

る」段階まで到達できないということがしばしば起こる。 

従来、例えば書字に困難を抱えている児童にICTを活用

して「書く」ことを支援するような試みは多く行われてき

ているが（鈴木(2019)）、そもそも「何を書いていいかわ

からない」「考えがないわけではないけれど、どこから書

き始めていいかわからない」という児童に対してはなかな

か有効な手立てがなかったのが実情である。 

本研究では、生成AIを活用することで「文章を書く」こ

とに困難を抱えている児童への有効な支援を実現できる可

能性を検討する。これまで「考えを交換する」場面に到達

できなかった児童を、この場面まで引き上げることができ

るかどうかの検証は意義があると考える。 

２ 研究の目的 

本研究の目的は、「文章を書く」ことに困難を抱えてい

る児童も自分の考えを文章の形にまとめることができる生

成AIの活用法を見出すこと、それによって「文章を書く」

ことに困難を抱えている児童が他の児童と「考えを交換す

る」ことができるかどうかを検証することである。 

３ 研究の方法 

（１）生成AIのシステム設計 

本研究で児童に利用させた生成AIは、システムプロンプ

トのカスタマイズにより、児童のレベルに合わせた質問と

回答の選択肢を提示するようにした。 

「書いて答えるAI」 

 児童が自由に入力した回答を基に、途中までの内容を自

動生成する機能を持つ。 

「選んで答えるAI」 

 予め設定された選択肢から回答を選ぶ形式で、児童の入

力負担を軽減する。 

（図１） 

 

図1 「選んで答えるAI」の利用例 
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うに設定した。 

 

（２）実践の概要 

A小学校5年生B学級（n=34）において実施した。 

教材は「大造じいさんとガン」（光村書店）である。実

施した授業は単元の5時間目で、本時の目標は「『大造じ

いさんとガン』の魅力を伝える文章を書き、友達と伝え合

う」である。 

授業の流れは、以下の通りである。 

①「大造じいさんとガン」の魅力を伝える文章作成。 

②書いた文章についての友達との意見交換 

③意見交換後の「大造じいさんとガン」の魅力について

どう考えるようになったかについての学びの整理。 

生成AIを活用したのは①の場面である。児童には「AIを

使わずに自分で書く」「『書いて答えるAI』の助けを借り

て書く」「『選んで答えるAI』の助けを借りて書く」の3

つの方法から選んでよいとした。 

４ 研究の結果と考察 

（１）児童の選択 

生成AIの活用について児童が選択した結果は、表１の通

りである。 

表1 生成AIの活用についての児童の選択結果 

AIを使わずに自分で書く 9人 

『書いて答えるAI』の助けを借りて書く 5人 

『選んで答えるAI』の助けを借りて書く 20人 

どちらかの方法でAIを使った児童に対して、「AIが出し

てきて『大造じいさんとガンの魅力を伝える文章』をどれ

くらい直しましたか？」の児童の回答は表２の通りであ

る。 

 表２ AIを参考にして修正した児童の修正の状況 

かなり直した 3人 

少し直した 16人 

ほとんど直さなかった 3人 

まったく直さなかった 3人 

（２）自分及び友達への評価 

全員に「自分の「大造じいさんとガンの魅力を伝える文

章」を5段階で評価してください。」と聞いた回答は、表

３の通りである。 

 

 

表３ 文章を書いた方法と自己評価 

評

価 

AIを使わずに

自分で書く 

『書いて答え

るAI』の助けを

借りて書く 

『選んで答え

るAI』の助けを

借りて書く 

5 1 0 3 

4 1 2 10 

3 5 3 5 

2 2 0 1 

1 0 0 1 

 

また、この日、授業に参加した児童は全員、最低誰か１

人とは意見交換を行っており、意見交換を行った相手の発

表を評価する自由記述の回答からは、少なくとも全員が何

かしらの考えを相手に伝えることはできていたことが見て

取れた。 

「『選んで答えるAI』の助けを借りて書く」を選択した

児童の場合、児童の評価の平均が3.65、中央値・最頻値と

もに4であり、「『選んで答えるAI』の助けを借りて書

く」ことは概ね好意的に受け止められたと考えていいだろ

う。 

５ 成果と課題 

本研究は、生成AIを活用することで文章作成に困難を抱

える児童も自らの考えを効果的に文章化し、意見交換を活

性化できる可能性を示した。 

しかし、「『文章を書く』ことに困難を抱えている児童が

他の児童と「考えを交換する」ことができる」ことに生成

AIが貢献したかどうかは、生成AIと児童との対話の内容、

また、生成AIの生成した文章を児童がどの程度、どのよう

に修正したのかも合わせて見る必要がある。そして何よ

り、授業中の児童の話し合いの様子も合わせて評価する

等、より慎重な分析を進めること必要である。 

これらを進めながら生成AIを活用した「書く」ことの支

援について研究を進めていきたい。 
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